
（別紙様式１） 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
   

学 校 名 岐阜市立長森北小学校 

実 施 期 間 平成２６年 １１月 １日 （土） 

実 施 概 要 
 

 ふれあい音楽祭 

・保護者、地域の方に各学年で練習してきた合唱曲、合奏曲を発表する音楽発  

表会を実施した。音楽祭では日頃お世話になっている見守り隊等、地域の方  

に感謝の気持ちを表し、各学年、学級ごとに演奏を発表した。 

・「ふれあいコンサート」で、地元出身のサックス演奏家粥川なつ紀さんによ

る演奏会を行い、児童、保護者、地域の方々が一体となって演奏に聴き入っ

た。 

 

 
実 施 内 容 

 
 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □レ文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開  □レ成果発表  □レ交流活動  □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者   約 ３４０      人  
  計   約 ４１０  人 

地域関係者   約  ７０   人 

実 施 状 況 
 

①開会式 

②各学年の発表（合奏・合唱） 

   １年生 「あいあい」「こいぬのマーチ」    

  ２年生  「たぬきのたいこ」「山のポルカ」 

   ３年生  「おかしのすきなまほうつかい」「山のポルカ」 

   ４年生 「この星にうまれて」「ＧＵＴＳ！」 

   ５年生  「世界がひとつになるまで」 「キリマンジャロ」 

   ６年生 「スマイルアゲイン」「木星」 

③ふれあいコンサート サックス演奏家 粥川なつ紀さんの演奏 

④閉会式 

・代表者が各学年の練習で大切にしてきたことを語り、合唱曲と合奏曲を

発表した。それぞれの学年の取組の成果を地域の方々や保護者に観てい

ただくことができた。 

・ふれあいコンサートでのサックス演奏では本校校歌をはじめ児童や地域

の方々や保護者、家族にも好評であった。クラッシックの名曲のジャズ

調演奏や自作曲等も披露され、芸術性の高いものだった。音楽を通して

心を通わせあった感動のある演奏会になった。 

 

成果及び課題 
  

    

○ふれあい音楽祭は保護者だけでなく地域の方々、特に児童が毎日お世話

になる「北っ子見守り隊」の方々に児童自らが作成した案内状を渡す等、

地域に密着した活動となった。 

○学校の取組や児童の姿を保護者、地域に積極的に公開する機会としてお

り、学校運営協議会委員をはじめ地域関係者の参加も多く、学校への信

頼、期待が高いことがうかがえる。 

・ふれあい音楽祭は地域に学校の取組を発表する機会としているが、交流

の方法を工夫しながらより多くの人と豊かなふれあい体験ができるよう

な教育内容にしていけるよう工夫していきたい。 

 


